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第30回記念特別賞

　人には誰でも夢があり叶える為には、色々な

勉強をしなければならない。私も絶対に母国で

車屋を開き若者達に技術を教えてあげたいとい

う夢があります。その夢を叶える為、日本に来

て自動車整備工場で働いています。私は、会社

の人達を「先生」と呼びながら車の勉強をして

います。先生達の中では、水野先生の教え方が

一番好きになりました。自分がいくら上手に

なったとしても上手く教える為には、色々な教

え方と考え方を身につけなければならないこと

が分かったからです。

　私は入社したばかりの時、作業中に何回も失

敗しました。その時、先生が「私もよく失敗し

たよ。今のことを反省し、今後同じ失敗がなけ

ればいいよ。」と言ってくれました。仕事に慣

れて失敗なく作業が完了した時も「よく出来ま

したね。」と言ってくれました。自信がない限

り、上手く出来るようにはなりません。先生は、

私に自信を持たせたかったのだと思います。

　時々先生は、車の調子が悪い原因を調べさせ

たり、部品を交換する為にどうやって交換する

かを考えさせたりしました。私にとって簡単に

出来る時もありましたが、難しくて中々考えら

れない時もありました。私が出来なかった時、

先生は「今はインターネットで知りたいことが

簡単に調べられます。知りたいことがあったら

私に聞く前にインターネットで調べてみて下さ

い。どんな仕事でも何の分野にも難問がありま

す。それをどうやって解決するかを考えないと

いけないです。人は難問を解決するから成長す

るのです。」と言われました。その時私は、生

徒が先生に質問するのは当たり前で、答えが分

かっているのになぜ先生は私に教えてくれない

のだろう。冷たいなあ、と思いました。そして

先生は「技術がいつも進化している為、私にも

出来ないことが沢山あります。それと、私はテ

さんが日本にいる間しか教えられません。自分

で勉強する習慣を育てておかないと困るよ。」

という先生の言葉を聞いて、私の心は感謝の気

持ちで一杯になり涙があふれそうになりまし

た。先生の指導は、私の為を思って私の思考力

を伸ばしてくれていたことが分かりました。

　先生と焼き肉屋に行った時、「私はテさんに

技術を教えてあげることが楽しいです。」と

言ってくれました。店長の話によると水野先生

は15年前、技術指導をしていたので教えること

が好きなことも分かりました。私に上手に教え

てくれたのは、15年ぶりの生徒で先生の教えた

いという強い気持ちの表れだと思いました。

　私は帰国して起業した後、自動車整備の勉強

をしたい若者達に水野先生のように上手に教え

られるよう、今後も車のことを一生懸命勉強し

ていきます。私が素晴らしい水野先生とめぐり

あえたのは、仏様のおかげだと思っています。

私が上手に教えられるようになり自動車整備の

分野で成功したら水野先生も喜んでくれると思

います。
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私が先生になったら
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受賞の喜び
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野崎　幸恵辰口自動車販売株式会社

今回、初めての応募で２人（※）とも素晴らしい賞を頂き大変嬉しく思っております。日本語に
ついては１時間のリモート学習を週２回設定し宿題も課しています。日誌は毎日提出してもらい日
本語の修正だけでなく技術、日常生活に対するコメントをフィードバックしていました。
彼の努力により計画通り今はＮ２取得、自動車整備士３級学科に合格しました。
テさんは建設的な考え方をする努力家で、はっきり考えを伝える一方、気を遣う所もあります。
間違った時も自分の考え方を伝えてくれますので、理解しやすいよう試行錯誤し私自身勉強する機
会となりました。時々、ミャンマー語で挨拶し生徒と先生の立場を逆にすることで互いの立場を理
解し合っています。
※事務局注：最優秀賞ナインさんと記念特別賞テさん
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自動車整備
辰口自動車販売株式会社
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私は今回の作文コンクールで受賞者になるとは思っていなかったので、受賞出来
たことが本当に嬉しいです。家族や会社の皆が喜んでくれたことも私にとっては、
本当に良かったです。私の人生で受賞したのは、中学生の時一回目で今回は二回目
です。私は辰口自動車販売株式会社に入社してからずっと車の勉強も日本語の勉強
も教えてもらっています。社長と野崎先生から「日本語の作文コンクールにチャレ
ンジしてみませんか？」とすすめてもらいました。私は自分の日本語の能力もどん
なレベルか知りたいし、もし奇跡的に受賞したら社長と野崎先生も含めて会社の皆
が喜ぶ姿を見たいので挑戦してみようと思いました。何回も作文を書いたり直した
りしているうちに自信がなくなりました。だめでもともとという気持ちでした。今
は家族と社長と野崎先生と会社の皆に作文コンクールで恩返しできたようで良かっ
たです。これからも頑張っていきます。
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